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ス トがな く、大卒で就職す るか どうか、進路 を

迷いま したが、初志貫徹 しよ うと大学院 に進み、

研究を続 ける道 を選 びま した。予想通 り、なか

なか就職 目があ りませ んで したが、博士課程年

限最後の年、奈 良国立文化財研究所 (奈 文研 )

に採用 され、研 究員 としての勤務がは じま りま

した。

奈文研 は、平城宮跡 をは じめ とす る奈良の文

化財 を調査研 究す る とともに、国内の遺跡研究

の中心的機能 を有す る研 究機 関です。 もともと

は文化庁の付置機 関で したが、現在 は独立行政

法人国立文化財機構奈 良文化財研究所 となつて

います。発掘調査部 に配置 された私は、平城宮

跡・藤原官跡・寺院跡 の発掘調査や、発掘調査

で出上 した本簡 (本 に墨で文字 を書いた もの )

の解読作業 に従事 しま した。紙が貴重であつた

奈良時代、全国か ら都 に納 めた税 の荷札や、役

所内の文書 として本簡 が多用 され、不要 となる

と溝や ゴミ穴に廃棄 され ま した。それ らが 13
00年 後の今 日、発掘調査によつて見つか るの

です。誰 も見た ことのない生の史料 を扱 う訳で

すか ら、本 当に研 究者冥利 に尽 きる思いで した。

平成 14年 、東京 の文化庁 に転勤 とな り、現

在 は冒頭 に述べた遺跡保護 の仕事 を しています。

業務の範囲が原始か ら近代まで、最近では昭和

時代の遺跡 も扱います。 出張や会議が多 く、多

忙 な 日々が続いていますが、全国に残 る様 々な

遺跡 を踏査す ることができ、地元の文化財担 当

者の方 と知 り合 うことができるのは、大きな喜

びです。新宿高 を卒業 して 31年 、就職 して 2

0年 余が経過 しま したが、歴史・遺跡 と向き合

う人生 を続 けています。

(朝 陽同窓会 の ご協力 を得て 「先輩か らの言葉」

を掲載 しています。)

現在、私 は文化庁文化財部で文化財調査官 と

い う仕事 を しています。文化庁 には、美術工芸

品・ 建造物・記念物な どといった文化財の種類

毎に専門家が配置 されてお り、そのなかで 自分

は、 日本の歴史を理解す る上で重要な遺跡 を保

護す る部 F電 に属 しています。具体的 に言えば、

重要な遺跡 を文化財保護法 に基づ き「史跡」(史

跡 のなかで特 に重要な ものは「特別史跡」)に 指

定 して保存す るとともに、全国で行 われてい る

史跡 の整備事業に、専門的立場か らア ドバイス

してい く仕事です。国指定の史跡 は現在 170
0件 ほ どあ り、例 えば、佐賀県の吉野 ヶ里遺跡 、

奈 良県の平城宮跡 、群馬県の 1爾 富岡製糸場、都

内では国分寺市の武蔵国分寺跡 な どがあ ります。

昨年 の熊本震 災で大被害 を受 けた熊本城跡 は、

特駆史跡 i7‐ 指定 されています。

私 は小学校低学年の頃か ら歴史や遺跡 が大好

きで した。古い ことを知 ることに とて も関心が

あ り、コツコツ調べ ることが楽 しかつたのです。

中学生の時、体育館 の建 て替 えに伴 う発掘調査

があ り、体験発掘 に参加 した こともあ ります。

こんな少年で したか ら、昭和 57年 、新宿高に

入学 した頃には、将来 は歴史研究者 になつて大

学で教鞭 を執 るか、 もくしは社会科 の教師にな

ろ うと思つていま した。部活は、言 うまで もな

く地理歴史研 究部。部活顧間の先生引率の もと、

夏の巡検旅行 として、福 島や二重に行 き、風土

や歴史 を調べ、地形図をもとにジオ ラマ を作成

して、朝陽祭 で発表 した ことは、 とて も楽 しい

想い出です。

昭和 60年 3月 に新宿高 を卒業、東京大学教

養学部文科Ⅲ類 に入学、その後文学部 の専 F弓 課

程 に進んで 日本古代史で卒業論文 を書 きま した。

文系は大学院 に進学 して もなかなか研 究職 のポ
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